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令和4年第4回定例町議会は、11月29日から12月13日までの15日間開催されました。
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第４回定例議会報告

令和４年度吉富町一般会計補正予算（第８号）について

令和４年度吉富町一般会計補正予算（第９号）について

令和４年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

令和４年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について

令和４年度吉富町水道事業会計補正予算（第４号）について

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

補正予算の追加	 ４３０万１千円
予算総額	 ３８億５,４３８万９千円　

補正予算の追加	 ８,３１９万３千円
予算総額	 ３９億３,７５８万２千円　

歳入歳出予算の増額	 ７万円
歳入歳出予算の総額	 ７億９,６０７万３千円

歳入歳出予算の増額	 ３,２６２万１千円
歳入歳出予算の総額	 ８億２,８６９万４千円

収益的支出の増額	 ２２万７千円	 総額	 １億４,４４１万９千円

＜討論なし＞

＜討論なし＞

＜討論なし＞

＜討論なし＞

※賛成討論　向野議員、山本議員

	 歳入の主なもの
	 	 前年度繰越金	 ４３０万１千円
	 歳出の主なもの
	 	 一般職給料	 １２３万５千円
	 	 単労職給料	 １９万円
	 	 職員期末手当	 ２２万７千円
	 	 職員勤勉手当	 ２５８万９千円

	 歳入の主なもの
	 	 障害児入所給付費及び入所医療費等負担金	 ７１１万円
	 	 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金	 ２,２８９万５千円
	 	 前年度繰越金	 ３,８７９万５千円
	 	 緊急防災・減災事業債	 ５４０万円
	 歳出の主なもの
	 	 障害児通所支援事業費	 ９４８万円
	 	 障がい児保育事業補助金	 ３００万円
	 	 乳幼児新型コロナウイルスワクチン接種事業	 ４２９万７千円
	 	 保育所ＩＣＴ化推進事業	 ２２１万７千円
	 	 道路新設改良事業	 ８７１万２千円
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第４回定例議会報告

令和４年度吉富町水道事業会計補正予算（第５号）について

令和４年度吉富町下水道事業会計補正予算（第２号）について

令和４年度吉富町下水道事業会計補正予算（第３号）について

可
決

可
決

可
決

収益的支出の増額	 ３８万４千円	 総額	 １億４,４８０万３千円

収益的収入の増額	 ９千円	 総額	 ２億８,６７１万４千円
収益的支出の増額	 ９万８千円	 総額	 ２億７,３７０万８千円

収益的収入の減額	 ２１８万２千円	 総額	 ２億８,４５３万２千円
収益的支出の増額	 １６７万９千円	 総額	 ２億７,５３８万７千円
資本的収入の減額	 ２,１８０万円	 総額	 ３億３,０３３万１千円
資本的支出の減額	 ２,３００万円	 総額	 ４億４,０７４万８千円

＜討論なし＞

＜討論なし＞

＜討論なし＞

条
　
　
　
　 
例

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に
関する条例の制定について

単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

吉富町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

可
決

可
決

可
決

可
決

※賛成討論　山本議員

＜討論なし＞

＜討論なし＞

※賛成討論　山本議員

可
決※賛成討論　岸本議員

国民健康保険財政への国庫負担割合引上げを求める意見書について

　議員提出案件

令和４年12月定例会　議案審議結果
今定例会では採決が分かれた議案はありませんでした。
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令和４年第４回臨時会　議案審議結果
今臨時会では採決が分かれた議案はありませんでした。

第４回臨時議会報告
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令和4年第4回臨時町議会が、10月5日開催されました。

専決処分の承認を求めることについて（令和４年度吉富町一般会計
補正予算（第６号））

工事請負契約の締結について（令和４年度吉富町営幸子団地住戸改善・外壁
等改修工事（３期工事））

令和４年度吉富町一般会計補正予算（第７号）について

承
認

可
決歳入歳出予算の増額	 ５,２１９万６千円

歳入歳出予算の総額	 ３８億５,００８万８千円

＜討論なし＞

＜討論なし＞

＜討論なし＞

	 歳入の主なもの
	 	 電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付事業費補助金	 ５,０００万円
	 歳出の主なもの
	 	 電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付事業費給付金	 ５,０００万円

国の方針に基づき、12歳から59歳の方を対象としたオミクロン株対応の新型コロナウイルスワク
チンによる４回目接種を実施すること、及び、５歳から11歳の３回目のワクチン接種が努力義務と
なったことに対応するため、一般会計に補正予算の必要が生じましたが、議会を招集する時間的余裕
がなく、令和４年９月28日付けで３,３２１万８千円の増額補正予算を専決処分をしたので、法の定
めるところにより議会に報告し、承認を求めるもの。

令和４年度 吉富町営幸子団地住戸改善・外壁等改修工事（３期工事）について、令和４年９月20日
に入札を実施した結果、株式会社 瀬口組が落札し、契約相手予定者に決定いたしましたので、この
工事請負契約を締結するにあたり、条例の定めるところにより、議会の議決を求めるもの。

※地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整備に関する条例の制定について（可決）

質  疑 	山本委員
	 課長が旧制度での定年を迎えた際、次のポストが
いない場合、そのまま翌年度も課長職にとどまっ
てもらい給料は約７割に下がるわけだが、モチ
ベーションは大丈夫ですか。

答  弁 	奥本総務財政課長
	 管理監督職であり続ける場合は給料は満額支給
されます。

※吉富町印鑑条例の一部を改正する条例の制定に
ついて（可決）

質  疑 	向野委員
	 マイナンバーカードを使って、コンビニで印鑑証
明を取得する際は、どこのコンビニで、いつ使わ
れたというのは分かりますか。

総務文教常任委員会経過
（中家委員長） 12/6開催

委 員 会 経 過委 員 会 経 過 （多数の質疑（答弁）、意見から抜粋）

↑次ページ上段に続く
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委 員 会 経 過委 員 会 経 過 （多数の質疑（答弁）、意見から抜粋）

答  弁 	石丸住民課長
	 庁舎内の管理端末で、いつ、どこの店舗で、誰
の印鑑登録証明書、住民票を何枚交付したかを
確認できます。

質  疑 	横川委員
	 土曜、日曜、祝日でも申請可能ですか。
答  弁 	石丸住民課長
	 朝６時半から11時まで、３６５日取得可能です。
質  疑 	山本委員
	 今後、本人確認はどの様に行いますか。
答  弁 	石丸住民課長
	 ４桁の暗証番号で本人確認を行います。カード
の管理と合わせて暗証番号の管理についても、

十分注意いただくよう周知をする必要があると
思います。

質  疑 	山本委員
	 今後、印鑑証明のカードとマイナンバーカード２
枚持つことになるのですか。

答  弁 	石丸住民課長
	 現在のところ双方使っていくと考えています。
質  疑 	山本委員
	 マイナンバーカードを持っている人が、役場に持
参した際は使用できますか。

答  弁 	石丸住民課長
	 印鑑登録証でないと交付できません。

※令和４年度吉富町国民健康保険特別会計補正予
算（第４号）について（可決）

質  疑 	岸本委員
	 激変緩和措置の見通しはいかがでしょうか。
答  弁 	別府福祉保険課長
	 令 和４年度の事業納付金は（一世帯）
１１万２,６９２円です。令和５年度は概算で
すが緩和前は１４万７,８５９円、緩和後は
１３万７,１７５円となります。今後、基金もな
くなるという試算もあり、国も令和５年度、減
額した後、激変緩和措置を一旦打ち切るとして
いるので、１４万７,０００円位が県からの要求
額になると思われます。

質  疑 	岸本委員
	 精神疾患で医療を受けている世帯はどの位ですか。
答  弁 	別府福祉保険課長
	 おおむね１,０００世帯中１００世帯前後で推移
しています。

質  疑 	太田委員
	 健康メニューは色々あると思いますが医療費を下
げるのに、町民にその健康メニューを周知してい
くことが大事だと考えます。担当課としてどの様
に考えていますか。

答  弁 	別府福祉保険課長
	 重症化が想定される方について重点的に訪問健康
相談事業を行っており、なかなか効果として現れ
ないかもしれませんが、次年度新たにそういった
取り組みをさせていただきたいと思っています。

質  疑 	太田委員
	 地区でラジオ体操をおこなっており、メンバーの
方で以前肩・首が痛いと言っていたが痛みもなく
なったと聞きラジオ体操を町民へ進めていただき
たいと思います。

答  弁 	花畑町長
	 以前は流していたのですが、ラジオ体操は健康
にいいですよね。もう一度考えたいと思います。

※令和４年度吉富町水道事業会計補正予算（第５
号）について（可決）
【質疑、意見なし】

※令和４年度吉富町下水道事業会計補正予算（第
３号）について（可決）

質  疑 	岸本委員
	 資本的収入の企業債が減額、資本的支出の管渠建
設費の減額の関連の報告をお願いします。

答  弁 	奥家上下水道課長
	 令和２年度から３年度にかけ、施設全体の今後
の老朽化の把握から、優先順位をつけ、修繕、
改善を行う下水道ストックマネジメント計画を
作成しました。その結果、汚水処理施設改築更
新詳細設計業務は実施しないとし、その財源と
していた企業債は借りないとしたものです。

質  疑 	是石委員
	 下水道施設は18年経過している。今回の検査結果
では、どれ位までもつとなったのですか。

答  弁 	奥家上下水道課長
	 今後５年程度は、抜本的な改修に入らなくても
いいという診断を得ました。

福祉産業建設常任委員会経過
（角畑副委員長） 12/6開催

↑
総務文教常任委員会経過 つづき
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※令和４年度吉富町一般会計補正予算（第９号）
について（可決）

質  疑 	山本委員
	 14款国庫支出金の総務費補助金の中で、マイナポ
イント事業費補助金、これは事務費分に対する補
助なのか。

答  弁 	石丸住民課長
	 住民課職員が休日や時間外にマイナポイントの
申請補助を行う時間外手当分の財源としまし
た。

質  疑 	中家委員
	 光熱水費が約９３１万円増額補正がされていま
す。主に高圧の電力の関係だと思いますが、今ま
での流れと今後の対策等をお聞きします。

答  弁 	奥本総務財政課長
	 電気代の高騰に伴う補正予算の計上です。予想
以上に市場価格が高騰し新電力との安価な契約
が打ち切りとなり、やむなく今回は九州電力送
配電と契約することになりました。

質  疑 	岸本委員
	 町長交際費の増額は特別な何かのためですか。
答  弁 	和才未来まちづくり課長
	 80周年式典と関連行事、かわまちづくり事業、
県界道路と海岸整備などの要望活動の中で接遇
の機会が増えました。また、関連のセミナーへ
の出席、さらに交友が広がり慶弔関係も増えま
した。事業の採択、補助金の確保、増額といっ
た成果が得られています。

質  疑 	向野委員
	 幼保一体化施設こどもの森費で、ＩＣＴを導入す
ることによって具体的にどのような業務が改善さ
れるのか、又、職員の業務が改善されて子供に関
わる時間が増えるは分かるのですが、反対に業務
が増える事はないのですか？

答  弁 	鍛治保育園長
	 業務の効率化で、園児の登園管理が、今までは
出席簿で担任がそれぞれチェックして出席を確
認していましたが、保護者のスマホ等を利用し
まして、登園・降園の時間がデータ化されて、
しっかり園児の登園の管理ができるようにな
り、出欠の連絡等も、スマホからシステムを通

しての連絡も受けられるようになります。又、
今考えるところでは、デメリットはないと思わ
れます。

質  疑 	山本委員
	 保育士がこのＩＣＴシステムを使いこなせそうで
すか。

答  弁 	鍛治保育園長
	 保育士は、システムサポート研修を実施するこ
とで、使いこなせるようになると思います。

質  疑 	山本委員
	 ４款衛生費の保健衛生費４目の環境衛生費、老朽
危険空き家等除去事業、２件分ですか。

答  弁 	石丸住民課長
	 ２件分で、対象工事の２分の１を30万円を限度
に事前に補助対象となるかを判定をして、補助
金を交付するものです。この補助金は、平成30
年度から開始して、令和２年度に１件交付して
いますが空き家条例の効果か、相談が増えてき
ています。

質  疑 	是石委員
	 こどもの森のＩＣＴの話を聞きましたが、あいあ
いセンターとか社協の方々の高齢者向けの複雑な
報告書作成等に，このＩＣＴを活用できません
か。

答  弁 	石丸子育て健康課長
	 今回、保育所のＩＣＴ化は、補助メニューがあ
りましたので予算計上をさせてもらっていま
す。高齢者につきましては、まだそういった補
助メニューがありませんので、今後はそういっ
たものがあればまた探し出して、活用はしてい
きたいというふうに考えています。

意  見 	山本委員
	 空家除去事業が前向きに進んでいるということ
ですので、これは大変評価をしたいと思いま
す。それと保育所のＩＣＴ化推進ですが、保育
士達の負担軽減のためにも必要なことだと思っ
て賛成します。

予算決算委員会経過
（太田委員長） 12/7開催

委 員 会 経 過委 員 会 経 過 （多数の質疑（答弁）、意見から抜粋）
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一 般 質 問
町政を問う

教育全般について

問 １人に１台のタブ
レットPCと高速通信

の整備が整い、その利活用
をするという次の段階に
入っています。具体例の提
示とデジタル教科書の活用
状況、及び今後の見込みを

お知らせいただきたい。

答 小原教務課長
操作の習得に、反復学習。授業でのペーパ

レス化を目指し、解答をタブレット端末に書き込
み、黒板の代わりに黒板に設置したスクリーンに
児童の端末画面を投影。他に調べ学習で情報収
集。体育で自分の動きを動画や写真動画に撮って
活用などしている。次に、デジタル教科書につい
て、魅力は、教科書の挿入図や写真が動画である
ことや、教科書の読み上げ機能があること。算数
と英語科で図形やグラフなどの動画を活用し、英
語の授業では正しい発音を理解するため、英文の
読み上げ機能を活用。そして来年１月から全校児
童がタブレット端末を自宅に持ち帰って学習がで
きるように、端末の設定変更を進めているところ
です。 

問 先生ありがとうと思い出や気持ちを表す日
を、年に１日は設けて催しをしたりする施

策を推奨したく、例えば、ユネスコの定める教師
に対する支援と理解を求めて祝う、世界教師デー
の１０月５日を一案として提案したいと存じます。
これもユニバーサルデザインのまちづくりの一つ

だと考えますがいかがでしょうか。

答 江﨑教育長
先生方が担っている職責を理解いただき、

感謝の気持ちを表すきっかけになればと私も思い
ます。教師の日、先生ありがとうの日なるものを
設定して、感謝の気持ちを表す機運を高めていき
たい。今後、趣旨をＰＴＡや学校運営協議会等に
投げかけ、進めたいと思います。

ひとにやさしいまちづくりの意識を
持つことについて

問 私のまちづくりにおける当初の理念で提唱
もしてまいりました、「ひとにやさしいユ

ニバーサルデザインのまちづくり」を念頭におい
て、施策に反映していく意識が大切ではないかと
今でも考えていますが、どう思われますか。 

答 和才未来まちづくり課長
必要なことと考えており、あらゆる施策

にその考えを取り入れながら、事業を進めてい
る。ハードとソフトの両面において、これまでも、
これからもという気持ちで、施策に反映をさせ、
「すべてのひとにやさしいまちづくり」を引き続
き進めたい。 

2015年に始まったSDGsの目標
2030年までに折り返しの時期を迎え
今後の取り組みについてお尋ねします

問 私が３年前にこの議場で持続可能なという
言葉を聞いたことがないと憂えて質問して

から、後に町では今や先んじて取り組んでいるよ
うに感じています。この折り返しの地点を迎えて
今後も持続していく意気込みをお聞きます。 

答 和才未来まちづくり課長
現在町では、いろいろな方面のＳＤＧｓに

力を入れ、様々な取組を行っています。これから
推進することは、行政の使命であると考えるし、
いろんな形でアンテナを広げながらＳＤＧｓの取
組に全力で努めていきたい。

※他に、「プレコンセプションケア」について再
び質問しました。

矢岡 　匡 議員



2023.28

向野 倍吉 議員

子育て支援で町独自の
施策について

問 住み続けていただける
まちづくりのために、

今年度６月補正でコロナ臨
時交付金を活用して、11か
月分の小学校給食費の全額
助成を行いました。物価上

昇の現在では、小学校の保護者の方々は、大変感
謝していると思います。そこで、来年度以降、こ
の給食費助成事業の継続のお考えはありますか。

答 江﨑教育長
給食費助成につきましては、花畑町政になっ

て、すぐに給食費３分の１助成とし、昨年度からは
半額助成を行い、そして、本年度、全額助成し、常
に子育て世代に心から寄り添って経済的負担を軽減
し、安心して子育てができるように、その時々で最
大限の支援に努めてきました。来年度以降につきま
しても、常に財政状況のバランスや心の問題を考え
て状況を見極めてきましたが、ふるさと納税の増加
など、財源の確保に一定のめどがついたこと、さら
には子育てがしやすい町、住みたいまちづくりにも
大きく寄与しているということを、若い世代の定住

岸本加代子 議員

町政を問う

救急救命にとってのＡＥＤ
の意義と活用について

問 ＡＥＤの意義につい
ての認識をおたずね

します。

答 梅林危機管理室長
心停止の現場で心肺

蘇生とＡＥＤを活用した除
細動による救命効果は２倍以上と言われており、
命を守るためのＡＥＤの必要性、設置の意義、普
及の大切さは十分に認識しています。

問 各自治会の公民館への設置に際し補助をす
る、また町内２か所あるコンビニに町負担

で設置させてもらうという案についてどう考えま
すか。

答 梅林危機管理室長
公民館など、屋内であれば鍵の管理、屋外

であれば盗難の恐れなど、維持管理上の問題があ
り、現状では自治会への補助は考えていません。
コンビニに対しては設置の働きかけを行なってい
ければと考えています。

問 マップの作成と案内板の設置についてはど
う考えていますか。

答 梅林危機管理室長
平成27年11月作成の医療介護資源マップに

ＡＥＤも入れて全戸に配布しています。令和６年
に公共施設のＡＥＤが耐用年数を迎えることから
その時期に（新たな）マップについて検討したい。
案内板の掲示促進、心肺蘇生法、ＡＥＤの使用方
法などの講習会も今後計画していければと考えて

います。

高齢者対策について

問 デジタル化が急速に進む中で、「ネット環
境がない」「スマホを使いこなせない」方

へどのような支援を考えていますか。

答 別府福祉保険課長
高齢化とデジタル化の中で情報の格差が課

題とされており、町では、生涯学習講座でスマホ
講座を実施しています。使い方説明会を充実させ、
（スマホを）持っていない方への取得に対する支
援も考えていかねばならないと考えています。

問 10月以降医療費が２割負担（２倍）となっ
た高齢者に国は当面負担増の上限を

３０００円としています。対象者に町が独自に
１０００円補助するべきと考えるが、どうですか。

答 別府福祉保険課長
すべての世代が公平に支えあうという政府

の方針であり、町独自の支援は財源から判断して
困難です。

問 高齢者は年金が下がり医療費が上がるなど
経済的に大変です。敬老祝い金の支給を75

歳からにできないでしょうか。

答 別府福祉保険課長
年金問題、高齢者医療問題を自治体レベル

で考えるのは難しい。様々な支援が必要とは思う
が、国、県、市町村が共に進めていくと考えてい
ます。

※他に、「住民からの苦情に対する基本的な姿
勢」「臭気測定機の購入」について質問しました。

↑
次ページ上段に続く



2023.2 9

山本 定生 議員

集合住宅の自治会の
加入について

問 集合住宅などを建設
する場合、地元自治

会との協議や合意は必要な
いのか。

答 和才未来まちづくり課長
本町は３,０００平米

以上を超える開発行為に該当するものであれば、
官公庁の許認可が必要となり、上下水道や雨水
の排水方法、周辺環境への影響や緑地や公園の
設置、消防の協議、自治会などと、多くの協議
事項をクリアしてからの許可となりますが、町
内で建設される集合住宅のほとんどにつきまし
ては、３,０００平米未満が主となっており、上
水道や乗入れのための町道や生活排水などを流
す水路関係者、そういった方との協議は必須と
なりますが、事前に自治会長との協議を進めて
おいてくださいという指導にとどまっているの
が現実です。 

問 この自治会に未加入の建物が建った場合、
そこの住民に対して回覧が届かない。自治

会に未加入である建屋についての見解をお聞きし
ます。 

答 和才未来まちづくり課長
大半の方が御納得をいただいて自治会に加

入をされているんですが、ときにかたくなに拒否
をされる方もおられます。このような場合は、い

い対応策というのがないのが現状です。 

問 例えばオートロックのところがあって、個
別に対応ができない。１軒１軒ではないに

しても、建屋の設置者に対しては、何らかの義務
など、課すべきではないかと思う。道路や水路掃
除は河川愛護として周りの人たちがする。そうい
う不公平感が生まれるんじゃないかと思いますが、
そこについてはどう思われます。 

答 和才未来まちづくり課長
自治会長の皆様も、いろいろな場面で苦慮

していることは、町のほうにも声が届いておりま
す。町も加入が任意の制度ですので、お互いの気
持ちを考えて、町から強制的に加入してください
とも言えず、本当に苦慮しています。今後も町民
の皆様のまちづくりへの参加の気持ちを醸造して
地域の活動には参加しないといけないんだという、
気持ちを盛り上げる施策が、地道ですが、そう
いった方々へ対するアクションになるのかなと考
えております。 

意見
個人情報保護や個人主義が進んだのですけ
ど、３.11の東日本大震災以降、共助の面

や防災の面で、この自治会がやっぱり大事だと論
じられてきております。 町が率先してこの自治
会運営や活動への協力をお願いしたいと思います。

※他に、「外部の有識者会議設置」「プロポーザ
ルの募集と採択」について質問しました。

増等から手応えを感じ、この給食費全額助成の継続
を子育て支援の重要施策と位置づけ、今後一層、子
育てがしやすい町、いつまでも住み続けたい町づく
りのためと考えています。

問 この給食費助成事業については、少子化対策、
子育て対策、定住化対策、教育関係と多岐に

わたった事業だと思います。執行部のお考えは。

答 江﨑教育長
教育面から申しますと、成長期の体をつく

る給食の食料材料費だけでも、私たち親に払わせ
てくださいと考えるのが筋であり、給食の始まり
の歴史を振り返ってみましても、親の責務という
考えに、変わりはありません。そのことが土台に
あって、私たちは周りへの感謝の心とか、ありが
たいという気持ちが湧いてくると思い、これから

も心の問題をしっかり教え諭していくことが必要
であると考えられます。子育て支援の面と教育と
は、なかなか切り離すことができなく、むしろ一
体となって、今日の状況を乗り越えてまいりたい
と思い、これからのまちづくりに、真正面から寄
与していきたいと考えています。

意見
給食の食材、食材料費は親の責務そのもの
という考えは私も同感です。子育て支援と

教育は車の両輪となり、子育て世代への支援だけ
ではなく、これからのまちづくりに光を当ててい
くと思います。

※他に、「令和３年度決算での新型コロナウイル
ス感染症対策地方創成臨時交付金の使途別明細・
効果・検証」について質問をしました。

一 般 質 問
↑
向野議員つづき
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花畑町政の４年間の
実績について

問 福祉の充実・思いや
りあふれる町につい

てお尋ねします。

答 石丸子育て健康課長
国の特別定額給付金の

10万円給付及び定額給付金対
象外新生児への給付。非接触型体温計の購入と配付。
私立保育園、放課後児童クラブ職員応援給付金。町
独自の子育て世帯応援給付金。いち早いワクチンの
接種。タクシー運行の運賃の助成。認可化に向けて
の保育所新築に係る施設整備の補助。放課後児童ク
ラブのコロナ禍における小学校閉校時、午前中から
の受入れ及び朝の受入時間の延長。こどもの森事業
で新遊具を設置、園庭の拡大。婦人がん検診の拡充。
医療用ウィッグや補整具等の購入費の助成。中学２
年生対象のピロリ菌検査を実施しています。

答 別府福祉保険課長
運転免許証自主返納による町内バス・タク

シー利用券の交付。移動販売による買物困難者の
支援。電話の犯罪対策の自動通話録音機器の貸与。
地域サロン。コミュニティーカフェ等です。

問 教育・スポーツ活動の充実についてお尋ね
します。

答 小原教務課長
英語の授業で外国語指導助手の配置。脱炭

素教育の導入。給食費の完全無償化。奨学金の貸
付金額の増額、返還期間の延長。返還金の一部助
成。各種文化活動、スポーツ活動、教室への支援
を行いました。

問 広域行政のさらなる推進についてお尋ねし
ます。

答 和才未来まちづくり課長
九州周防灘地域定住自立圏への加入による

中津市民病院までのコミュニティーバスの利用可。
北九州都市圏域連携中枢都市圏への加入。福岡東
部県界道路の推進。山国川のかわまちづくり事業
での山国川河川敷の再整備。オリンピックの砂の
誘致等広域活用を行っています。

問 農業・漁業・商工業の推進についてお尋ね
します。

答 軍神地域振興課長
農業関係では、先進地視察や新たな地域振興

作物「サツマイモ紅はるか」の普及、水利施設の
改良。スマート農業の導入。水産関係では、朝市
の開催。アサリ貝の資源回復に注力。海産物を活
用したふるさと納税返礼品の登録。商工業関係で
は、創業支援から事業経営の継続、強化。チャレ
ンジショップ支援。経営の多角化支援。商工会と
連携し、３種類の商品券事業。キャッシュレス商
品券による、ＤＸ化の推進。よしとみ生活応援商
品券の配付。駅前や漁港、河川敷でのマルシェや
リバーサイド・フランピングマルシェ。春まつり
の開催等行いました。

問 女性がいきいきと活躍する社会の実現につ
いて、お尋ねします。

答 石丸住民課長
男女共同参画講演会。80周年記念式典にお

いて、吉富レディースを功労表彰。職員の体制で
は、全職員85名中40名が女性で、管理職に占める
割合も毎年30％を超えています。

問 古きよき伝統文化の継承について、お尋ね
します。

答 小原教務課長
６年生を対象に歴史と伝統文化を学ぶ授業

を実施。ゲストとして土屋神楽講や八幡古表神社
宮司講話。小笠原長次公墓前祭の実施。吉富歴史
文化の会、細男舞神相撲保存会、薬師如来保存会、
番所踊り保存会、土屋神楽講、吉富神楽講の功労
表彰を実施しました。

問 ６個の公約以外でお尋ねします。

答 和才未来まちづくり課長
ＳＤＧｓ実現へ公共施設や一般住宅に無償

で太陽光発電システムを設置。デマンド型乗り合
いタクシーの運行。移動販売車での買いものサー
ビス。40ヶ所の防犯カメラの設置。司法書士無料
相談窓口の開催。地域協力隊による、情報発信や
新規のＰＲ企画、空き家対策。マイホーム取得の
３年間の補助金。新婚家庭へ毎月１万円の家賃補
助。10年間最大65万円の奨学金返還助成制度の導
入。がんばろう吉富応援花火大会。河川敷でこい
のぼり。返礼品を伴うふるさと納税の開始。吉富
町特命ＰＲ大使への任命。ＮＨＫの漫才、真打競
演の公開録画。ロバート秋山さんプロデュースの
本町の応援企画番組等々。結果として、町のＰＲ、
定住化として人口減少に大きな歯止めがかかり、
現在、人口の推移が横ばいに近い状況です。

町政を問う

↑
次ページ上段に続く

中家 章智 議員



2023.2 11

一 般 質 問

・今後議会の傍聴者数増加に取組む予定はありま
すか？
・ＳＮＳを使った情報発信を行うべきでは？
・県道中津高田線が吉富まで続く計画がまだある
のか？
・アパートに住んでいる方で回覧が来ない方もい
るのか？対応は？
・ＣＯ２削減に取組んでいるが、どれだけ効果が
でているか？

　本町議会では、昨年11月23日、24日吉富フォーユー会館において、「議会の説明責任、住
民の方との対話を通じた信頼関係の構築、それぞれの地域が抱える課題の聴取など町民の皆さ
んのご意見をいただくこと」により、今後の議会活動に生かし、また、議会運営の改善を図る
ことを目的として議会報告会を開催し、22名の方にご参加いただきました。
　今回の議会報告会では先ず、議会からの報告（議会の開催状況、一部事務組合報告、政務活
動報告）の後、意見交換、自由発信（意見聴取）に対する応答を行いました。

議会報告会（第８回）報告

主な質問・意見

・ソーラーパネルについて、破損した場合の対策
はどうか？
・広津交差点（キグナス）から役場までの区間の
歩道の対応をお願いします。
・議会のライブ中継の検討は？
・空家対策、移住者対策は？
・ギガスクール構想の今後の予定は？

↑
中家議員つづき

問 反省点またはやり残したことはありますか。

答 花畑町長
次世代を担う子供たちや、今まで頑張って

こられた高齢者の方々、そして責任世代の方々の
笑顔が咲きほこるようなまちづくりに向かって頑
張っていきたいと思います。

問 次期町長選挙への意向についてお尋ねしま
す。

答 花畑町長
住民、皆さまのお力添えを得て、ご信任を

得られるのであれば、誰にも負けない吉富への熱
い思いをもって粉骨砕身、頑張ってまいりたいと
思います。

　今回、議会報告会を実施するにあたり、アンケート調査を行い来年度以降も参加したいかの設問を
設けました。その結果は次のとおりです。
	 回答者（21/22）
	 参加したい	 13名（約62％）
	 	 （※内、２年に一度参加したい　1名）
	 参加したくない	 0名（約　0％）
	 どちらともいえない	 4名（約 19％）
	 無回答	 4名（約 19％）
　たくさんのご意見・ご質問等をいただきました。本町における課題として受け止め対応について全
員協議会で協議を始めています。開催にあたりご協力いただいた方々に御礼を申し上げます。今後も
多くの町民の皆さんに足を運んでいただけるよう、議会として工夫をしていきたいと思っています。

アンケート結果




